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さ
て
、

元
旦
の
朝
に
皆
様
は
雑
煮
や
お
せ
ち
料
理
を
召
し

 倶知安
 農業委員会だより

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
流
通
の
発
達
に
よ
り
、

日
本
全
国
は
も
と
よ
り
、

海
外
か

大
変
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
作
物
作
り
に
精

NO.４

れ
、

皆
様
に
お
い
し
く
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
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農
作
物
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年

頭

の

ご

挨

拶

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

上
が
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
に
、

倶
知
安
町
で
栽

お
届
け
で
き
る
喜
び
を
味
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

穫
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
の
皆
様
に
、

新
鮮
な
農
作
物
を

場
の
好
天
気
に
支
え
ら
れ
、

多
く
の
作
物
が
例
年
以
上
の
収

た
低
農
薬
栽
培
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ば
か
り
で
な
く
、

安
全
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

倶
知
安
町
農
業
の
発
展
振
興
に
ご

食
す
る
。

地
産
地
消
は
食
の
基
本
で
す
。

　
昨
年
十
一
月
に
は
、

地
元
の
食
材
を
使
い
プ
ロ
の
料
理
人

　
地
元
で
作
ら
れ
た
安
全
で
安
心
で
き
る
野
菜
を
、

地
元
で

れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
育
て
た
野
菜
が
、

美
し
く
調
理
さ

が
作
っ

た
料
理
を
楽
し
め
る
「

味
覚
フ
ェ

ス
タ
」

が
開
催
さ

　
し
か
し
、

私
た
ち
が
毎
日
口
に
す
る
食
物
は
、

価
格
の
安

　
倶
知
安
町
を
含
め
、

北
海
道
は
、

涼
し
い
気
候
を
生
か
し

農
業
委
員
会
会
長

伊

達

隆

り
安
い
場
合
も
多
く
、

伝
統
的
な
正
月
料
理
に
も
外
国
産
の

培
さ
れ
た
野
菜
は
何
種
類
入
っ

て
い
た
で
し
ょ

う
か
。

　
昨
年
は
、

遅
い
雪
解
け
に
心
配
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

夏

ら
も
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
産
品
よ

撮影　作井トミ子

「　目覚め　」
」



　　
建議特別小委員長　木田重信

　　農業委員会では、農家の声を町政に反映するため、毎年、町長に対して建議書を提出しています。

　　平成１８年度に向けての建議では、農業を取り巻く環境の変化への対応を主に要望しました。倶知安町だけで解決

　できない問題については、国への働きかけを要請しました。

　　また、自然環境と景観の保全・形成に配慮した、土づくり等によるクリーン農業の推進に支援を要請しました。

　　今後とも、農業者の代表として、倶知安町農業の発展振興のために、建議をして参ります。

　高齢のため、農地を貸したいと思います。

　農地法３条の許可申請を行い許可証の交付を

受けましたが、あらためて契約書を作らなければなら

ないのですか？

　契約書が無ければ作成してください。

　賃貸借契約の効力を発生させる条件として、農地法

３条の許可が必要となっています。

　農地法３条の許可は、当事者の行為を補完するもの

であって、独立して効力があるものではないとされて

います。許可がなされても、当事者間に賃貸借契約が

存在しなければ、賃借権は発生しません。

　なお、口頭の約束でも契約は成立しますが、後日の

紛争を避けるためにも、文書で契約書を作成しておく

べきでしょう。

平
成
18
年
度
農
業
施
策
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一
　
土
づ
く
り
に
つ
い
て

　
○
　
堆
肥
導
入
へ
の
助
成

　
　
　
一
部
と
Ｄ
Ｉ
Ｄ
薬
剤
購
入
費
の
一

　
　
　
部
を
助
成

　
○
　
緑
肥
作
物
の
種
子
代
助
成

一
　
土
づ
く
り
に
つ
い
て

（

成
果
）

　
○
　
緑
肥
作
物
の
種
子
代
助
成

　
　
　
　
導
入
経
費
の
一
部
負
担
の
継
続

　
　
　
　
情
報
を
共
有
し
対
策
を
講
じ
る

　
○
　
認
定
農
業
者
対
策

二
　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
馬
鈴
薯
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
対

　
○
　
病
害
虫
対
策

　
　
　
　
景
観
緑
肥
を
含
め
た
助
成
継
続

　
　
に
農
家
で
雇
用
す
る
体
制
作
り

　
　
　
　
若
い
後
継
者
が
共
に
研
修
で
き

に
関
す
る
建
議
（

概
要
）

　
　
　
め
の
支
援

　
　
　
　
ク
リ
ー

ン
農
業
を
推
進
す
る
た

　
○
　
減
農
薬
農
業

　
　
　
生
産
す
る
た
め
の
助
成
を
継
続

　
　
　
す
る
体
制
の
確
立

　
○
　
馬
鈴
薯
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
対
策

　
　
　
農
家
の
人
手
不
足
解
消
と
若
者
の

農業施策に関する建議を行ないました

　
○
　
新
規
就
農
者
対
策

　
　
　
る
場
と
、

研
修
会
等
の
情
報
提
供

四
　
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
高
品
質
の
馬
鈴
薯
を
安
定
的
に

　
　
　
た
め
の
組
織
化
に
対
す
る
支
援

三
　
消
費
者
と
の
交
流
に
つ
い
て

　
　
直
売
所
等
の
設
置

　
○
　
後
継
者
対
策
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一
昨
年
末
に
町
長
へ
提
出
し
た
建
議

に
つ
い
て
、

昨
年
度
の
実
施
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
研
修
会
等
の
情
報
は
随
時
提
供

　
　
倶
知
安
町
定
着
を
進
め
る
た
め
、

ス

　
　
　
　
認
定
農
業
者
範
囲
拡
大
を
検
討

三
　
消
費
者
と
の
交
流
に
つ
い
て

　
　
　
　
十
六
年
度
と
同
様
に
一
部
助
成

　
　
　
農
家
と
消
費
者
が
直
接
触
れ
合
う

　
　
　
次
の
事
柄
に
対
し
、

国
へ
要
請
し

　
　
　
業
は
、

倶
知
安
町
と
し
て
は
行
っ

Ａ

　

え
る
よ
う
法
律
改
正
を
求
め
る

法
律
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
は
農
業
政
策
に

つ
い
て
町
長
に
要
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
新
規
就
農
者
を
町
全
体
で
支
援

 Ｑ

五
　
国
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て

建議
　
　
キ
ー

場
等
の
冬
季
就
業
者
を
夏
期
間

　
　
　
継
者
に
選
挙
権
・
被
選
挙
権
を
与

　
　
　
　
親
と
同
居
し
て
い
な
い
農
業
後

　
○
　
農
業
委
員
選
挙
の
選
挙
権

　
　
　
　
倶
知
安
町
農
業
を
守
る
た
め
に

　
　
　
要
品
目
確
保

　
　
　
　
輸
入
自
由
化
で
の
高
関
税
の
重

　
○
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
重
要
品
目
確
保

　
　
　
生
食
用
馬
鈴
薯
の
輸
入
阻
止

　
○
　
馬
鈴
薯
輸
入
自
由
化
阻
止

　
　
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
や
・
き
た
あ
か
り
）

の
種
子
代
の
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策
と
し
て
、

対
抗
性
品
種
（

と
う

　
　
　
　
十
七
年
度
か
ら
一
部
助
成

　
○
　
堆
肥
導
入
へ
の
助
成

平
成
17
年
度
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議　

　
　
て
い
な
い
。

　
　
　
　
市
民
農
園
・
体
験
農
場
等
の
事
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〜
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二
　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　
○
　
認
定
農
業
者
組
織
化

　
　
　
　
農
業
委
員
会
に
お
い
て
検
討
中

　
○
　
後
継
者
育
成

　
　
　
　
農
業
後
継
者
就
学
奨
励
金
制
度

　
　
　
に
よ
り
年
額
六
万
円
を
支
給

　
○
　
認
定
農
業
者
以
外
へ
の
支
援

　
○
　
農
業
体
験



　羊蹄山麓７町村の農業委員会で構成する「山麓地区農業委員会協議会」の

研修会が、８月３０日にニセコ町で開催されました。

　当日は、中後志地区農業改良普及センターに講演をお願いし「環境にやさ 　農業委員選挙では、毎年１月１日

しい農業と観光農業への取り組み」について説明いただきました。 の選挙資格を調査しています。

　輪作体系を整え、計画的に堆肥や石灰等を施用して土壌の改良を行うこと 　申請用紙は、昨年の申請書を基に

により、病害虫の発生が抑えられ、収量の増加も見込める等の説明を受けま 該当する方に配布しております。

した。また、景観緑肥を取り入れることで地力をつけ、化学肥料や農薬を減 　届いていない方や新たに該当され

らすとともに、その景色を観光資源として利用することができるとの話に、 る方は、役場２階の農業委員会事務

農業の別な一面を見た思いがしました。 局で手続きをしてください。

　主にニセコ町農業を例にご説明をいただきましたが、倶知安町も同様の環

境にあり、今後の課題となりそうです。 ◆　次のすべてに該当する農業者が

　また、１０月１８日には、後志地区の農業委員が一同に会しての研修会が 　対象です。

蘭越町で開催され、北海道農業会議と後志支庁農務課から講師を派遣いただ 　○　町内に住所を有する人

き、農業を取り巻く現状や法律改正などに 　○　平成１８年３月３１日現在、満

ついてご説明をいただきました。 　２０歳以上の人

　その後、後志地方農業委員会連合会幹事 　○　３０アール以上の農地を耕作し

から研究課題の発表もあり、色々と勉強を 　ている経営者、または同居の親族

させていただきました。 　で、年間６０日以上の耕作従事者

　農業を取り巻く現状には、難しい問題が

山積しており、慎重に対応していかなけれ

ばならないと再確認しました。

　研修を受けるにつけ、農業委員としての

責任の重さを実感しています。 ◆　問い合わせ  

そ
う
で
す
。

　
　
　
視
察
研
修
報
告
　
　
　
　
農
業
委
員
　
　
三
条
　
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
に
し
ま

ク
リ
オ
ト
ロ
ン
と
い
う
農
業
低
温
科
学
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

私
に
と
っ

て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

を
受
け
、

農
業
委
員
に
な
っ

た
ば
か
り
の

員
会
の
業
務
と
関
係
法
に
つ
い
て
の
研
修

究
の
施
設
を
設
置
し
、

北
海
道
農
業
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
る
と
信

業
生
産
を
向
上
さ
せ
る
か
を
通
年
で
科
学

的
に
解
明
し
よ
う
と
研
究
を
進
め
て
い
ま

し
た
。

品
種
改
良
、

技
術
開
発
は
長
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

職
員
の

研
究
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
に
つ
な

　
近
年
改
良
さ
れ
た
品
種
で
は
、

馬
鈴
薯

ン
カ
レ
ッ

ド
、

イ
ン
カ
パ
ー

プ
ル
、

イ
ン

〜

九
日
の
二
日
間
の
日
程
で
札
幌
市
に
お

る
よ
う
で
す
。

ま
た
、

平
成
八
年
に
は
、

等
が
あ
り
、

作
付
け
も
徐
々
に
進
ん
で
い

カ
の
め
ざ
め
等
、

小
麦
の
キ
タ
ノ
カ
オ
リ

ぎ
、

初
め
て
の
研
修
視
察
が
、

八
月
八
日

の
キ
タ
ア
カ
リ
、

と
う
や
、

さ
や
か
、

イ

　
農
業
委
員
の
改
選
を
終
え
一
ヶ

月
が
過

画
部
長
、

佐
久
間
　
亨
氏
に
よ
り
農
業
委

け
る
「

低
温
」

を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
北
海
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、

将
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
努
力

と
い
た
し
ま
す
。

研
究
部
・
紋
別
試
験
地
を
合
わ
せ
九
九
五

場
と
し
て
設
置
さ
れ
、

北
海
道
農
業
発
展

ｈ
ａ
の
敷
地
で
研
究
、

開
発
を
し
て
い
る

て
い
た
だ
き
、

今
後
の
活
動
に
役
立
て
て

交
を
深
め
ら
れ
大
変
有
意
義
に
過
ご
さ
せ

り
ま
し
た
が
、

他
の
委
員
の
方
々
と
も
親

の
た
め
研
究
、

開
発
を
進
め
現
在
は
羊
ヶ

　
今
回
の
研
修
視
察
の
短
い
時
間
で
は
あ

い
き
た
い
と
思
い
、

研
修
視
察
の
ご
報
告

り
、

五
十
年
を
超
え
る
歴
史
の
中
で
諸
先

生
産
力
の
発
展
を
実
現
さ
せ
る
た
め
で
あ

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

タ
ー

は
、

一
九
〇
一
年
北
海
道
農
事
試
験

業
研
究
セ
ン
タ
ー

の
視
察
で
、

こ
の
セ
ン

　
二
日
目
は
、

羊
が
丘
に
あ
る
北
海
道
農

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
法
は
農
地
改
革
農
村
の
民
主
化
、

農
業

　
昭
和
二
六
年
に
施
行
さ
れ
た
農
業
委
員

　
一
日
目
は
、

北
海
道
農
業
会
議
総
務
企

と
い
う
こ
と
、

ま
た
農
業
委
員
の
業
務
と

農
業
者
の
声
を
行
政
・
政
策
へ
反
映
す
る

輩
方
の
活
動
に
よ
り
現
在
の
農
業
が
あ
る

そ
の
一
員
と
な
っ

た
こ
と
に
改
め
て
責
任

丘
・
芽
室
畑
作
研
究
部
・
美
唄
水
田
土
壌

公
的
代
表
組
織
と
し
て
の
活
動
が
あ
り
、

近
年
の
農
業
情
勢
が
刻
々
と
変
化
す
る
中

し
て
地
域
農
業
振
興
の
推
進
、

農
地
行
政

２２－１１２１ 内線２５１

　農業委員選挙

選挙人名簿登載の申請

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

研　修　会　報　告　　　　農業委員　　藤田孝和

山麓地区農業委員会協議会研修会

１月１０日（火）までに、

忘れずに申請してください

低
温
科
学
研
究
施

設

ク
リ
オ
ト
ロ
ン



山麓地区農業委員会協議会臨時総会

後志地方農業委員会連合会臨時総会

視察研修

現況証明願に係る現地調査（４班）

現況証明願に係る現地調査（2班）

北海道農業会議臨時総会

第８回　総会

山麓地区農業委員会協議会研修会

第９回　総会

現況証明願に係る現地調査（１班）

地区別農業委員等研修会

農地等利用調整事前打合せ（２班）

第１０回　総会

第１回　建議特別小委員会

現況証明願に係る現地調査（１班）

現況証明願に係る現地調査（４班）

農地等利用調整会議（２班）

第１回　農地委員会

第２回　建議特別小委員会

第１回　農業振興委員会

建議特別委員会（全体会議）

広報編集委員会

第１１回　総会

第２回農地委員会

認定農業者組織化準備委員会

（午前）農地等利用調整会議（１班）

（午後）農地等利用調整会議（１班）

第１２回　総会

◎　就職して、厚生年金に加入するとき

　　「短期被用者年金期間該当申出書」を農協へ提出ください。 農業者年金のご質問は

厚生年金へ加入している期間は、農業者年金保険料を納める事は お気軽に農業委員会へ

出来ませんが、加入期間として計算されます。（いわゆるカラ期間） お問い合わせください

◎　離職して、農業者年金に再加入するとき 　

　　仕事を辞めるときに、職場から「被用者年金加入期間等証明書」を受け取ってください。

　　農業者年金に再加入の手続きをする際に必要です。

　
第
十
九
期
農
業
委
員
と
し
て
様

　今後の課題は、安定的に販売するための物量の確保、貯

１１月２８日

１２月１５日

１１月２５日

も
な
り
、

よ
り
良
い
食
生
活
の
た

り、若者たちの挑戦はこれからも続くでしょう。

編

集

委

員 （

納
田
）

め
に
国
を
動
か
す
力
に
も
な
り
ま

冬期間だけ厚生年金に加入する人は、次の手続きが必要です。

１２月２６日

安

達

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
「

豊
作
」

を
消
費
者進

の
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

（

国
産
）

に
対
す
る
期
待
の
声
も

　
前
号
で
「

直
売
所
」

を
紹
介
し
、

利
用
す
る
消
費
者
の
方
か
ら
地
産

編
集
後
記

田

村

裕

昭

足

立

眞

一

　平成１５年から続けているこの活動には、町、農協、普

　ところが出荷予定の２月には大変な積雪となり、人手で

欲しいものです

　雪の下に野菜を貯蔵する方法は、昔は各農家で普通に行

われていたようであり、当初は、簡単に出来るのではない

かとの思いから、収穫したキャベツを直接雪の下に埋めて

の
皆
さ
ん
と
共
に
喜
べ
る
年
に
な

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

ツ」の生産販売に取り組んでいます。

及センター、２法人、２戸の農家が協力しています。

蔵の方法、凍結防止策など、まだまだ色々な問題が沢山あ

　倶知安青年団体協議会のメンバー３６名が「越冬キャベ

在はコンテナに入れて雪の中に貯蔵しています。

は掘り出せませんでした。重機を使って掘り出すしかなく

経費が嵩み、初年度は赤字となってしまいました。

　　　　　　　　　　　　農業委員　　足　立　眞　一
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し
か
し
、

昨
年
は
豊
作
に
も
関

々
な
研
修
を
通
し
て
、

農
業
が
国

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

二
回
、

農
業
者
の
み
な
ら
ず
町
民

を
は
じ
め
多
く
の
組
織
に
支
え
ら

わ
ら
ず
、

生
産
者
に
と
っ

て
は
価

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

格
の
低
迷
に
よ
り
、

実
り
多
い
年

　
「

農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

は
年

　味も良い。鮮度も抜群。しかし価格が取れない。これで

　多くの挑戦の中から、より良い経済作物を見つけだして

な
り
ま
し
た
。

消
費
者
の
関
心
が

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

者
）

の
皆
さ
ん
に
も
農
業
の
一
面

す
。

紙
面
を
通
じ
て
町
民
（

消
費

農業者年金加入者の皆さんへ

納

田

康

子

は収入につながらないと言うことで色々な方法を試し、現

農
業
者
（

生
産
者
）

の
原
動
力
に

聞
き
、

一
農
業
者
と
し
て
励
み
に

を
知
っ

て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

１０月１８日

１１月２５日

１１月１８日

１０月２７日

１１月１０日

１１月１４日

１１月１８日

　７月２９日

　８月１１日

　８月１８日

　８月１９日

８月８～９日

活用することで、費用も掛からず、また、野菜の少なくな

　８月３０日

　９月２８日

法として和寒の越冬キャベツに着目したのが最初でした。

　８月２３日

　８月３０日

　この活動は、農業後継者たちが、農閑期の収入確保の方

　豪雪地帯の倶知安町にとって、有り余る雪を資源として

１１月　８日

１０月２７日

る時期に出荷できるなどの利点がありました。 　９月２８日

農業委員会活動報告

※　手続きを忘れると、加入期間が不足し、受け取る年金が少なくなる場合があります。

（平成17年7月29日～17年12月）
・・・後継者たちの挑戦・・・　越冬キャベツ

１２月　２日

１１月２８日

１２月１５日

いました。 １０月２７日

１１月　４日




